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物流が抱える多様な課題

• トラックドライバー不足
総数減少・各年代減少 ＋ 働き方改革
外国人ドライバーの受入で対応！？

• 環境問題，エネルギー問題，交通混雑
• 物流ニーズの高度化（例：時間指定，ネットショッピング）

• 災害時・有事に対する物流強靭化
• 物流コスト抑制 vs. 物価高・国際競争力
• 物流業の産業としての成長

⇒ 物流MaaS
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ビジネスモデルのトレンド

DX: 「IoT・ICT ビッグデータ AI」
イノベーション

• プラットフォームビジネス （例：GAFA, BATH）

 ビジネスエコシステム：生態系
 アズ・ア・サービス(aaS)ビジネス

MaaS (Mobility as a Service)
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プラットフォーム

ステークホルダー

ステークホルダー

ステークホルダー

ステークホルダー
ビジネスエコシステム(e.g., Moore, J.F., 1993; Jacobides, M.G. et al., 2018)



MaaS （Mobility as a Service）

4MaaSの基本コンセプト： (e.g., Hietanen, S., 2014;  Kamargianni, M. et al., 2018)

鉄道バス

タクシー レンタカー

カーシェア
自転車シェア

小型モビリティ

MaaSアプリ

国土交通省HP



フィジカルインターネット
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経済産業省HP

野村総合研究所HP



物流MaaS
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MaaSプロバイダー
（プラットフォーマー）

顧客
（荷主）

物流業者
（物流サービス
プロバイダー）

データ
プロバイダー

（地図・運行状況）

拡張企業体
（アプリ・アルゴリズム）

その他
（自治体・投資家・研究者）

地域間・
都市間輸送
（幹線輸送）

結節点
都市内・
端末集配送
（支線配送）

IoT・ICT（見える化） → ビッグデータ → AI（最適化・効率化）



物流MaaS（続）
• 萌芽的システムの例
 物流バス（センコー（株））
 IT-FRENS＆ TRACEシステム（JR貨物）
 倉庫シェアリング(souco（株）)
 コンテナターミナルのAI化

• 物流MaaS実現化研究会
 次世代物流システム社会実装検討部会
 大学，物流業者，データ業者，コンサルタン
ト，行政(オブザーバー)など
 産官学が連携して，新たなロジスティクスを
支える物流MaaSの企画・実装を目指す 7



物流MaaSへの期待
• 「共同化，マルチモーダル化（インターモーダル化，

モーダルシフト），自動化，物流効率化」の進展
 マルチモーダル物流の進展 物流の強靭化
 平時からの稼働 災害時・有事に円滑に稼働する
 課題： パレットなどの標準化

 ドライバー不足の緩和・解消

環境負荷・エネルギー消費・交通混雑の抑制

物流コストの見える化 = 物流コスト抑制

• 新しいビジネスの創出 ⇒ 産業の成長
高度な物流ニーズへの対応 SCM, SCFへ
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Platform: Logistics MaaS
(Collective Opt.)

物流MaaS：メタエコシステム

9

Platform: City
EnergyTransportation

Water

Platform Business Owner 
(Collective Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Platform Business Owner 
(Collective Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Platform Business Owner 
(Collective Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

.

.

.

.

.

.

Vehicle Dispatching 
and Routing Platform

(Collective Opt.)

. . .

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Warehouse Sharing 
Platform

(Collective Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

XXX Platform
(Collective Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)

Stakeholder
(Individual Opt.)



スマートシティ:メタエコシステム
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• 問題が大規模，動的，多層，メタ構造に．
• 求解には，スーパーコンピューターや量子コンピューターが必要に
• 求解方法は，自律的，分散的，協調的，学習的なアルゴリズムで，
群知能や進化的オペレータの活用が必要に．⇒ 計算負荷が小さくて
高精度なアルゴリズム



おわりに
• 民間主導・民間活用
←国・地方自治体のインフラ予算の減少
 プラットフォームの林立
ビジネスモデルとして成立するか？
大企業

株主に説明できるか？
それなりに儲かる仕組みがあるのにリソースを割く？

スタートアップス・ベンチャー
大規模インフラ系を任せていいのか？
本当の意味で，わが国に育てる仕組みはあるか？

 (学)複雑を単純にする価値 ⇒ システムがますま
す複雑に ⇒ （学）現実との接点を見出せるか
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問題点：プラットフォームの林立
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• 社会・経済の課題：規模の経済が発現しない．災害時・有事の官民
連携への不安．利用者の不便（i.e.,宿泊予約サイト）
• 工学的研究の課題：最適マッチング，最適配送，最適配置

+価格決定・需要予測



おわりに（続）

• ITリテラシーの低さ
⇒ ITと非ITの二重システム：コスト高
⇒ セキュリティの確保
⇒ 文理融合の必要性（ビジネスは文系，技術は理系は，時代遅れ）

「技術系プロジェクトとビジネスモデルの融合（MOT）」

• わが国が得しないバリューチェーン
⇒ ブルーオーシャン戦略：デファクトスタンダード
⇒ 需要追随型から需要創造型へ
（ピーター・ドラッカー“Creating a customer”）
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